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東 北 電 力 株 式 合 致

遠方監碗制御式塵釜築港欒電所

若 林 瞳備 森 山 一 夫据

On theSupervisoryControISystemofShiogama-Chikko

Slibstation,LTohoku Denryoku Co.,Ltd.

By TsuyoshiWakabayashi,ⅨazuoMoriyama

T6hoku Denryoku Co.,Ltd.&TagaWorks,fIitachi,Ltd･

Abstract

Shiogama-Chikk6SubstationofT6hdkuDenryokuCo.,Ltd･,COmpletedinSeptem-

ber,1949,isthe丘rst full-autOmaticonewithsupervisory controIsystem after the

War,andal1itselectricalequipmentsweremadeby Hitachi,Ltd･

Thisissynchronousrelaytypewithfourmanaginglines･andisofgreatinterest

for electricalengineersinJapan.

Sinceits completion,nOneOf fataltroubles occurred except severalmistakesof

which causes have beeh cleared off perfectly,

Th11Sthissllbstationis reasonably｣Operated with highe侃ciency･

Now wefind this systemis quite economical.

[Ⅰ]緒 言

昭和24年9月に竣功を見た､`東北電力株式昏社歴釜

所は終戦後始めて遠方監税制御方式を採用Lた

全自動型電祈として､その後の運鴨の成否･:ま江湖の注目

の的となった｡この遠方監税制御式欒 祈の全設備ほ†]

立製作所の製蔑にかゝるもので､童愛功筏既に2年以上を

､その間初期においては数次の
故或ミよ誤動作があつ

たが､何れも致命的の問題はなく設計上の考え話しや＼.

制御ケーブルの絶放不良 に基因するものばかリ

の都度改良が施され昭和24年12月以来は,､

な歩みを

この際

ーでニ
｣ヽ て1

に順調

け合理的な蓮鴨が能率よく遊行されている｡

折の建設前後の‡ 過を省ム~て､常時の計雲

及びその後の遅蘭層遇等に封し検討を試-;ゝ大方の参考に

供したいと思う次第である｡J

[Ⅱ]建設までの擦過

磨釜 港軽電研が東北随一の漁滝たる塵釜き

東北う墓力株式愈杜･青森支店長

日 作所多賀工場

にお
トト

lノ

水産加工､製氷等の 更に應ずるため､既設塵釜欒電肝

より 66kVl同線を分蚊し､同所より約4km 離れた

土地に建設することが計雲されたのほ､昭和23年9月

のことである｡恰もこの雨攣琶祈は､このように短い距

離な肘こゝ靡釜市の東西南端､即ち一方は山手に他方は

海岸に位置することになったので､前者を親欒

て後者の機器を遠方監祓制御することにより人件

約を企囲したものである.〕この遠方監

の如く和宮古くから採用され､攻囲でも

所とL

の節

制御方式は周知

力昏祀の署攣

竃折に数々の蟹施例があったが､敬撃を契機とし′て保守

が完全に行われず殆んど顧みられていない現状である｡

又終戦後に~ぉいても電力
J･ご
ノ＼_

社は勿論製造合祀でも､未

この方式を採用しよ∵〕とする気運に仲々到らなかつ
J㌧

/･-0 こう言う時期において東北電力株式合祀が全国に魁

けて､この遠方監視制御方式を採用せんとしたのは一見

無暴ミ･こすら見えた｡然るに日立製作研がこの計芸に賛同

L他に辛党して研究､設計及び 雷し､此嵐こ相

互の熱心なる協力の成果として､昭和24年 9 月容量

6,000kVA の遠方監

れナニ｡,

制御式唾釜築き巻堅塁 研が完成き
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[Ⅲ]設備概要

評 論

太欒電研は第1因の軍規接墳囲に示す如く､

-容量6,000kVA受電66kV配電3,300V 3

ち¢50⊂もの交流三次欒電祈にして､約4km離

れた堕釜欒 欒電所として､日立膀電器

型遠方監視制御方式により制御される自動欒電

祈である｡第2固は 祈である腰釜欒電所

に設置されたBC縮小型制御慣､第3国は同

所のEW塾胆電器盟である｡叉第4圃(次頁参

際= 祈である腰釜築港静 所に設置さ

れたEW型題電器盟及び遠隔測定装置迭畳語

盤､第5国(次頁参照)は直屡旗作用EW型主

配電盤である｡二本装置の監規制卸の組数は第1

表(次貢参照)の如く52程の多瓢′こ及んでいる｡

遠方監 ･制御装置に使用する鰹電器は使用数

の多い関係から通信用水平型礎電器を採用して

いるが､絶縁に封し 力機器級の DCl,

500Vl分間に耐えるよう特に糟糠を強化した

ものを使用し､ガラス萎望の防塵カバー内に密閉

してある｡文系願電誇盟室は床をリノリューム張

第33巻 第12競

第2固

Fig.2.

りとして清掃には十分注意し魔境の侵入を防止してい

る｡制御電源は何れも交流 堕斤辞等の操作
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第1固 塩釜築港攣一窟折単線接

Fig.1.Skeleton Diagram Qf

Shiogama-Chikko Substation

塩釜欒電所設置の遠∵方監親制御盤

BenchType ControIBoard of HitachiRelay

Type Supervisory ControISet at Shiogama

Substation

筍3固 塩釜襲う竜所設置の遠方監祀制御髄電器盤

Fig.3.RelayI∋oard of HitachiRelay Type

Supervisory ControISet at Shiogama

Substation
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を共用している｡両所間を

力株式合祀･遠方監税制御式堕釜築港欒電所

ぶ制御連絡綿二三選繹､制御

監視及び共通蹄線の4線式に封し電話等にも共用する

ものとして､直径0.9mm5封10芯の通信用錯被紙

節4園 塵釜築港襲う墓所設置の遠方監親制御舷電器盤

Fig.4.Relay Board of HitachiRelay Type

Supervisory ControISet at Shiogama-

Chikko Substation

1047

節1表 遠方監視制御装置邁繹数

Tablel.Selected Elements of SupeⅣisory

ControISet.

類 l 選 揮 数

断罪その他の操作 16

故 障 表 示

合 計 1 52

ケーブルを使用し電柱に架設している｡この制御ケーブ

ルの錯被は所々で接地をとり､

ている｡

導に封する

[Ⅳ]遠方監視制御装置

蔽を行つ

日立遠方監祓制御方式ほ第6周に示す如く､膜

みの

器の､

気的組合せi･こよって機器の選揮操作を行うもので

制御連絡線としては選揮､制御､監疎放び共通節線の4

練を用いる｡選躍動作は一歩一 よに路同勺如

を確めつゝ､制御所及び被制御所の封癒する

り岡野

器を順

次動作させ所望の位置に停止させて監視制御をなす方式.

である｡萬一何れの胆電器に故障があってもその位置で

進行を停止し､その旨を表示するから預定以外の機器を

誤って操作する危険は絶封にない｡

1.機器の選揮

断器52を操作しようとするには､この 防音削こ

封應する選揮スイッチS3 を平常側から選揮側に倒して

後選揮起動釦スイッチを引けば､両所の主隈電器202A

Bが交互に動作し､選樺預備動作膵電器201×,邁繹脛･

電器201が動作して､選樟脳

第5固 墜釜築港攣電研設置の主配電盤

Fig.5.Main Switch Board at

Shiogama-ChikkoSubstation

器201-1,2.3の順序

で同期的に選擦進行動作をなL､201-3が動作の状一

際で進行が停止し表示燈により位置表京をなす｡而

して 52の制御及び表示同路が形成される｡

倍選接進行忙要する時間ほ52種の選樺教に封し1

同韓約25秒を要Lている｡然し最近の製品は選揮~

速度がこの年分以下に短縮されている｡

2.操 作

操作にほ極性継電器212A及びBを使用Lてい

るから､1同の選揮によって入又は切の操作を任意

に行うことが出来る｡操作ほ電力用補助継電器を介

して行われる｡操作された結果は監視 路線を通じ

て即時制御所に表示されるから､.主配電盤に向って

操作する場合と何等異るところほない｡同様にして

擬辞の起動､停止或は 匪､負荷､連荘等の調整を
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温阻ルーの勤推
〟〃 ガ/-Z那J邸/一〃∠妙-j

第6固

Fig.6.

評 論

選択りいの動作
ガ/-/β/-～甜/ J詔/イガ/▲j

日立縫電器型遠方監規制御方式操作説明固
Schematic D王agram of HitachiRelay

Type Supervisory ControISystem

行うことが出来る｡調整の場合は監硯同格に遠隔測定装

置を接漬して指示計を見ながら任意調整することが出来

る｡

3.故障表示

機器の状態腰化即ち 断韓の自動

熱等ほ選繹装置の自動起動により､

に俸達され警報すると共にその

駄文は欒匪器=の過

確害､迅速に制御所

化彼の状態及び故障の

種罵を明確に表示する｡操作中或は同時又は硬いて二つ

以上の故障が草生しても､間違いなく俸連表示される｡

断器の自動

こぎ〕

断に封Lては赤色表京澄を粘滅させ自

隊を直別表示している｡

･4･瞬時復昂嚢眉

選搾装置用牌電詩の按粘に蔑一徹純な魔境が付着して

再現性のない一時的の漉滑車故が起きても､溢潤復戯釦

スイッチを引けば､瞬時にして起動前の状態に復昂L再

起動することが出来る｡太装置は泣滞時のみならザ機器

操作の際に利用すれば覧豆時間に多数の機器を操作するこ

とが出来る｡

5･試験装置

鰹電器の故障又は表示歴の断線に封してはその讃見を

容易にするために､制御所及び被制御所の何れにおいて

も､随時選樺同路及び監 同路の動作試験を行い得るよ

う試験装置を設けて粘瞼保守を容易にしている｡

6一 遍隔測定

日立TFP型衝流式遠隔測定装置を用い監視蓮絡兢を

瞬間

第33巻 第12景虎

通Lて行われる｡測定装置

は電匪､電流､電力各1線

の速受量装置を設け､電流

電力等の測忌ま遠方監視制

御装置により整流辞二次同

路を切換えて前述の如く多

数の同路の測定を行うよう

になっている｡

TFP熟達隔測定装置は

衝流式にLて､測定すべき

完畳を同韓に堅換し光電

管を利用して､測定量に比

例する衝 を護生せしめ

Cr
る｡これを通常なる方法､

この場合は1,000`も の故

に乗せて制御所に蓬る｡制

御所側ではこれを復調して

礪流を取出しサイラトロソ

により蓄電譜を充放電せし

めて､老信衝流敷に比例し

た電気量を再現するもので

ある｡従って回路條件により影響されることなく極めて

確蜜なものと言える｡又商用周波数により指示計の校正

を行える鮎:ま保守上非常i･こ便利である｡

7.自動火災報知装置並びに消火装置

自動堅電所ほ塑層員少なく常時監視の状態にないので

電気事故その他こよる襲火に封Lては充分･防火し得る設

備並びに装置が必要である｡勿論建造物自身は耐火性の

強いもので造作されているが､各室には通常な場所に二､

三箇の日動火災探知装置を設定し､一定以上の温度にな

った場合にほ祀宅に警報すると同時に遠方監視制御装置

により親攣電祈にも警報表表する仕組となっている｡消

火装置としては消火栓及び消火器を通常敷設備している

ので､高一築火の場合でも短時間に消火することが出来

る｡

[Ⅴ]遠方監規制御装置の運持経過

昭和24年9月の竣功試験で一腹の成功を見て運韓に

入れたのであるが､その後事故或は誤動作が思わぬとこ

ろから現われた｡その都度雨祀共同して原因の系L明と装

置の改善に全力を傾けて釆たのである｡而して昭和24

年11月事故も一腰田表したものと見え､これを最後と

してその後は事故らい､事故もなく無事運輯を続け今日

lこ到っている｡

事故についてその原因及び封策の概略を示すと第2表

(次貢参殿)の通りである｡



東北電力株式合祀･遠方監硯制御式堕釜築港

第2表 事 故 状 況

Table2.ImprovementS forTroubles

箪塵年月日l事 故

24.9.29

24.10.3

24.10.17

∴∴

24.12.7

まで

24.11.15

24.11.16

術電器1箇

接鮎熔着

(被制御所)

推電器4箇

及び裏面配

線焼損(被

制御所)

この描~j遠隔

測定装置の

静振器が屡

振不能

になる

測定中速瑠

操作によら

ず漁備繰遮

断器が投入

する

原

不明

泣滞復原楷侶

器による不完

全復原によつ

て起る被制御

所選繹猥電器

の二重進行に

より短絡回路

が形成された

低猛澄に対す

る音叉蓼振都

の不安定によ

る

遠隔測定用ス

イッチを倒し

たまゝ測定を

進め偶々制御

ケーブルに地

気があって､

両所の制御櫨

歴差の影

受けて操作用

極性膳電器

212A の繹放

が遅れた

封 策

漁備畿電界と

交換異常なし

復原を同時】て-11

役得とすると

共に二重選輝

北行の起らぬ

回路とした

眞空管婆振碁

を併用して異

常なし

操作用柚性観

竃器212Aの

放電流を上

げ､又両所の

竃歴差の起ら

ないようにし

∴

不良ケーブ.′レ

は張換えを行

う

上表の如く根本的な問題ほなく何れも設 上の一寸し

た見落し程度のものばかりであった｡但し交流 敬語の

誤攻入の事故ほ重要な問題であるが､その原因の一つが

制御ケーブルの地気にあったことは注目すべきことであ

る｡これは事故の再現により経められた｡制御ケーブル

には5封10芯の通信用踏破紙ケーブルを使ったが､甚

だ不安定たものでケーブル自身の不良だったことも確か

であるが､現在良好のものは僅かに4芯のみである｡こ

の 遠方監視制御方式の気管とも言う､べき､制御蓮路線

に封し案外関心が低くかったことを認めぎるを得ない｡

膳局2,000V耐魔のゴム絶縁錯被ケーブルと交換する

ことにした｡こ功粘は特に注意すべき問題である｡この

ようた次第で制御ケ←ブルの絶縁抵抗の測定を毎週1同

以上行い健全に保守することにしたが､制御ケーブルに

電朗 1049

萬一砲完が生じても､交ミ 漸希の誤投入のような事故

が起らぬように改善されたことは勿論である｡

[Ⅵ]保 守

析ほ普通欒

方監祓制御装置の保守

断と異り通常保守日誌の外に､遠

とを制定し､前者は定期的に

第3表 遠方監祀制御装置保守記録(1)

Table3.Maintenance Record of Supervisory

ControISet

除幕操作
(選一Ⅰ司)

故障表示
(週一回)

第4未 達方監祀制御装置保守記銀(2)

Table4.Maintenance Record of Supervisory

ControISet

備 考
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後者は事故の都度記録ナることにしてある｡これは勿論

祈にも適用される諾である｡而して後日事故その

他の検討に封する資料とするものである｡参考までにそ

の様式を第3表及び第4表(前貢参照)に示す｡

所の勤務員は現在2名で午前8時より午後8

時まで童夜二交替勤務になっている｡因に本

普通襲

祈級の

所の場合は勤務員6乃至7名である｡従って夜

聞は無人で事故等の場合は祀宅に警報する仕組であるこ

とは申すまでもない｡

本装置は崩電的部分が多いので果して保守員がうまく

保守し得るかどうか危ぶまれていたが､保守員の熱心さ

と努力によりこの瓢は全然杷憂であったことが立謹され

るに到った｡

[Ⅶ]建設費と遥璃費

本欒 折の絶工費は大迫2,200蔑囲で､その内遠方監

親制御装置ほ親､子欒電節分を合せて140寓囲程度であ

る｡これに連絡髄工事費35蔑固を加えた175萬囲が菅

評 論 第33巻 第12競

通塾電所の場合より飴分一に する建設費である｡この飴

分の建設費を勤務員の減少により何年で同放出東るかを

考燈して見ると､勤務員の減少を前述したように4名と

すれば4カ年で十分同坂出乗る｡この粘から考えても野

間祈自動化可否の判断は自ら明かである｡

[Ⅷ]結 盲

以上で遠方監税制御式堕釜築港攣 祈の建設及び運緒

経過について述べたが､今まであった事故は何れも原因

が明かなものばかりで､致命的なものは何一つなく夫々

改善されて無事に運韓を漬けており､叉保守の心配も全

然杷憂であることが明らかとなった｡要するに我々とし

ては本欒電祈の自動化によって､自動襲電断というもの

に封する自信を高めた次第で､今後とも蒙空 電折の自動

化により､最も合理的な制御が能率よく遼行されるよう

努力したいと考えている｡
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エキスパンショ ンク ラッチ
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パワショベノレ等に使用きれるエキスパンションクラッ

チにおいては､バンドの動斯ピン例の端部は間隙が十分

生じるが､死艶ピン例の端部はクラッチ倣既による間隙

の欒化量が非常に少く､また工作上の試作及び磨耗等に

よって間隙が攣勅し易く一定の間隙を保持することが難

原 治

しい｡

この考案は､死部ピンの連結片を取付ける部分を偏心

きせ調整片をかいしてこのビンを同湖することにより､

死_鮎ビン例のバンド端部を上下させてライニングとドラ

ムノ､ウジングとの間隙を任意に調整し得るようにしたも

のである｡調整什はピン孔をかいして同定する｡こうす

れぼ組立及び調整が容易となり作動を良好にすることが

∴･ト:‥.､

(富 田)

死臭ピン銅拡大 断面匿
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